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緒言 

伊豆諸島では，伊豆大島，利島，新島，式根島，神津島，三宅島，御蔵島，八丈島にノコ

ギリクワガタ(Prosopocoilus 属)が生息している．これらのノコギリクワガタについては，複

数の研究がなされており，各島で形態や生態に特徴がみられることが分かっている．この

変異の幅は多様であり，これらは別種や亜種，型として区別されている．その中で御蔵島の

個体群は個体数が少ないとされており知見が少なく，不十分な要素が多いと感じた．従っ

て，今回の調査では更に複数のノコギリクワガタを精査し，御蔵島の個体群と伊豆諸島他

島及び本土の個体群における形態的，生態的な差異ついて新たな知見を得ることを目的と

した．形態の比較には，体のバランス，脚の長さの割合，体の光沢等を比較することとし

た．また， 御蔵島の個体群は大型個体の発見例が少ない．大型個体はその種においての特

徴が顕著に出ると考えている．そのため，捕獲した雌個体から採卵し，屋内において繁殖及

び幼虫の育成をした．これは大型個体を羽化させ，後に形態比較をすることを目的とした．

今回は現地における調査結果とその後の調査経過の報告をする． 

 

方法 

今回，現地では木崎氏と吉田の 2 人で調査した．2020 年 8 月 16 日から 19 日にかけて主

に農道沿いで調査し，フルーツトラップ，ライトトラップ及び見取りにより，ノコギリクワ

ガタを捕獲した．使用した道具等は，捕虫網(長竿)，バナナ，ストッキング，HID ライト（灯

火総研 MOTHLIGHT-C 55W），HID ライト（Tokutoyo 85W），シーツであった． 

島内の移動は徒歩とし，初日に環境を観察しつつ農道沿いの樹木にバナナトラップを仕

掛けて回った（図１）．バナナトラップは，最終日までにすべて回収した．ライトトラップ

は開けた場所に設置し，山の斜面に向けて毎晩 19 時頃から 22 時頃までの時間帯で点灯し

た（図２）．見取りによる捕獲では，根気よく島内を歩き回りクワガタムシの嗜好性が高い

樹木，主にオオバヤシャブシ，アカメガシワ，タブノキ，スダジイ等を観察した． 
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 大型個体の羽化を目的とした飼育においては，的野氏，上野氏，吉田の 3 人が捕獲個体

の繁殖を試みた．筆者らは日常的にノコギリクワガタを飼育し観察しているため，採卵は

各個人の方法で行った．主に市販されているクワガタ飼育用の発酵マットを用いた． 

 

     

 

 

結果 

調査期間中に確認出来た個体は，5♂7♀であった．今回は個体の管理のため，確認した順に

番号を付けて各個体の情報を表１にまとめた．また，主な個体の発見及び捕獲時の様子も

図３から図６に図示した．また，捕獲個体の♀から採卵した結果を表２にまとめた．捕獲し

た 7♀における採卵数の合計は 45頭であった． 

 

表 1. 確認できた各個体の情報 

 

個体 日付 時刻 雌雄 採集方法 場所

N o.1 8月16日 19時31分 ♀ HIDライトトラップ 農道

N o.2 19時42分 ♀ HIDライトトラップ 農道

N o.3 20時15分 ♀ HIDライトトラップ 農道

N o.4 21時01分 ♂ HIDライトトラップ 農道

N o.5 22時25分 ♂ バナナトラップ 農道

N o.6 23時17分 ♀ オオバヤシャブシの樹液 農道

N o.7 8月17日 0時01分 ♂ 轢死個体 集落内

N o.8 19時53分 ♂ HIDライトトラップ 農道

N o.9 21時19分 ♀ HIDライトトラップ 農道

N o.10 8月18日 17時??分 ♂ バナナトラップ 農道

N o.11 17時??分 ♀ バナナトラップ 農道

N o.12 17時??分 ♀ バナナトラップ 農道

図 1. バナナトラップ長竿で樹木

の枝先に仕掛けた 

 

図 2. ライトトラップ 
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表 2. 各個体の採卵結果 

 

 

         

 

 

 

 

     

 

 

 

 
 

図 3. 個体 No. 1 飛来直後の様子 

 
図 4. 個体 No. 6 オオバヤシャブシ

の枝先．光を当てると逃げる

ように飛翔した． 

 

図 5. 個体 No. 7 何かに轢かれた

大型の♂． 

 

図 6. 個体No. 8 ライトトラップに

飛来した．今回の調査で生存

個体中最大の♂． 
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考察 
 今回の調査におけるノコギリクワガタの確認数は 12頭であった．筆者らが確認したノコ

ギリクワガタのうち，バナナトラップによる捕獲が，No. 5，No. 10，No. 11，No. 12 の 4頭，

オオバヤシャブシの樹液による確認が，No. 6 の 1頭であった．このことから，御蔵島の個

体群は成虫の野外活動後に後食することを確認した．筆者はこの生態が， 伊豆大島，利島，

新島，式根島，神津島，三宅島，八丈島においても同様であることを確認している． 

また，ライトトラップによる捕獲は，No. 1，No. 2，No. 3，No. 4，No. 8，No. 9 の 6頭であ

った．また No. 7 の轢死個体の♂は集落内の街灯の真下で発見した．これは飛翔した際に街

灯の光に引き寄せられ，直下の地面に着地し轢かれたと思われる．さらに No. 6 の個体は飛

翔後にヘッドライトに向かって飛んできた．これらのことから，御蔵島産ノコギリクワガ

タには高い集光性がありよく飛翔することを確認した．この特徴は筆者が各伊豆諸島他島

で観察した限りは，伊豆大島，利島，新島，式根島，神津島，三宅島と同様であった．八丈

島においては飛翔する様子を観察できていない． 

形態的な差異の有無は比較する個体数が少なく十分なデータが集められなかったため，

飼育している個体の羽化後にデータ収集及び比較をしていく．形態の比較には捕獲した個

体と羽化した個体を標本にして比較する． 

採卵における結果は他の個体群と比較して産卵数が少なかった．吉田は，ノコギリクワ

ガタが 1頭あたり平均 40頭ほど産卵する環境を作り繁殖を試みた．しかし 1頭あたりの平

均産卵数は約 7 頭であった．この結果から数が少なかった原因に考えられることは 2 つあ

る．1 つ目は，御蔵島個体群の発生ピークが調査時期より早く，既に野外で産卵活動をして

おり体力がなかったことである．従って複数年かけて夏季期間中に数回に分けて成虫の観

察調査が求められると考えられる．2 つ目は，御蔵島個体群が他の個体群とは異なる産卵環

境を好むことである．日本産ノコギリクワガタの幼虫は広葉樹の切り株や倒木の比較的多

湿な環境を好むことを確認している．従って冬季にそれらの材中を観察し，幼虫の生育環

境の調査が求められると考えられる． 
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